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国立がん研究センター中央病院骨軟部腫瘍グループでの研修の特徴
● がん診療の中核を担う本邦随一の骨軟部腫瘍/肉腫の豊富な臨床経験

● 日本の骨軟部腫瘍の診療と研究をリードする医師の充実した指導、多くの国内外研修生との交流

● 肉腫・希少がんの治療、開発を目指す充実した臨床および研究体制

● 研修生のニーズにマッチするコース提供、関連診療科ローテーションの充実

充実した研究指導の成果としての多数の英文論文（最近３年間、研修者が first author の論文のみ）

数字で見る骨軟部腫瘍科 日本の骨軟部腫瘍をリードする医師の充実した指導
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国立がん研究センター中央病院で
骨軟部腫瘍のスペシャリストに！

レジデント３年コース

がん治療認定医・認定骨軟部腫瘍医の取得　 　　  /　連携大学院を利用した学位取得

がん専門修練医コース

1,033 170

１年目 １年目２年目、３年目 ２年目

骨軟部腫瘍科研修
関連診療科研修　: ３～６か月程度
・病理、ICU、緩和ケア etc

骨軟部腫瘍科専従
骨軟部腫瘍の専門医を目指した研修レジデントを
リード、指導する

骨軟部腫瘍科専従研修
２年目：入院管理、手術経験、薬物療法の経験
３年目：上記の臨床経験に加えて、研究成果の発表、論文執筆

（希望者は形成外科や腫瘍内科での研修も可能）

骨軟部腫瘍科専従 or 研究に専念
骨軟部腫瘍の専門医を目指した研修
レジデントをリード、指導する
臨床業務を離れ研究に専念
肉腫に関する TR、基礎、臨床研究

充実したローテーション研修

研修生の AAOS, CTOS, ISOLS を始めとする国内外での多くの学会発表

在籍研修生の過去 5 年の功績

日本整形外科学会基礎学術集会最優秀ポスター賞（2017年）

日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会最優秀ポスター賞（2015、16、18年）

☞ 研修に関するお問い合わせ先
教育担当：

小林 英介
メールアドレス：

ekobayas@ncc.go.jp

中央病院レジデントプログラム HP
https://www.ncc.go.jp/jp/ncch/division/cepcd/resident/index.html

Facebook 中央病院 教育・研修情報
https://ja-jp.facebook.com/CancerEducation/

国立がん研究センター 中央病院
骨軟部腫瘍・リハビリテーション科

手術件数 骨軟部腫瘍科指導医：４名
（日本整形外科学会専門医＋がん治療認定医）

川井章、中谷文彦、小林英介、岩田慎太郎

● 2019年度初診患者数

●担当入院患者数

●新規肉腫患者数（過去６年間平均）

がん専門修練医コース（２年）修了者の臨床経験

2016 年度
2017 年度
2018年度
2019 年度

440
375

368
344

診療科としての人材育成のポイント
　日本整形外科学会認定骨軟部腫瘍医およびがん治療認定医の取得を目指す２年または３年のコースを設定しています。当科の研修は日本のがん診療の中核を担う本邦随一の骨軟部腫瘍 /
肉腫の豊富な臨床経験を持つがん専門病院の特徴を活かした、次のものとなります。
①骨軟部腫瘍診療の中核を担うがん専門病院で、年間手術件数約 400 件という本邦随一の骨軟部腫瘍 / 肉腫の豊富な臨床（診断、手術、薬物療法、緩和ケア）を経験できる
②日本の骨軟部腫瘍の診療と研究をリードする医師による充実した指導体制をもち、多くの国内外研修生との交流が可能となる
③肉腫・希少がんといったアンメットニーズに応えるための治療開発を目指した臨床および研究体制を有しており、希望者は基礎研究にも従事する機会を持つ
④横断的に骨軟部腫瘍を学ぶことを目的とした研修生のニーズにマッチするコースの提供および充実した関連診療科（病理診断、緩和ケア、形成外科など）のローテーションが可能
⑤国内のみならず、国際学会を始めとする学会発表および論文作成、連携大学院での学位取得も可能である
⑥グローバルな視点を有し、積極的な関与を意識する骨軟部腫瘍医師の育成

名 名年間約

587 167名 名のべ

実数

50132
●担当手術件数

名件全麻

広範切除
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対象者、研修期間、CCM・緩和医療研修、交流研修等　病院全体で定められた基準は12-13ページを参照

レジデントプログラム ■ 骨軟部腫瘍・リハビリテーション科

§ 推奨するコース

●レジデント３年コース

対象者
新専門医制度対象者は基本領域専門医取得済み、もしくは取得見込み（旧専門医制度対象者はその基本領域の専門医もしくは認定医等を取得
済み、もしくは取得見込み）で、当院での研修によりサブスペシャルティ専門医を目指す者
※基本領域専門医：整形外科専門医

研修目的 骨軟部腫瘍の外科治療、薬物療法を中心とした研修を行い、認定医の取得を目指す。関連する診療科での研修も可能である。

研修内容

1年目：おもに病理診断部、緩和ケア、CCMに在籍して、骨軟部腫瘍科以外での腫瘍臨床研修を在籍人数に応じて4か月から最大１年まで行う。
希望に応じて上記以外の診療科での研修も可能である。
2年目：骨軟部腫瘍診療を中心とした骨軟部腫瘍科に在籍し、骨軟部腫瘍医としての入院管理および手術経験、薬物療法の経験を積む。
3年目：骨軟部腫瘍診療を中心とした骨軟部腫瘍科に在籍する。上記の臨床経験に加えて、研究成果の学会での発表、論文執筆を目指す。希望が
あれば形成外科や腫瘍内科での研修も可能である。

研修期間 ３年　※病院の規定に基づきCCM研修を行う

●がん専門修練医コース

対象者

• 新専門医制度対象者は基本領域専門医取得済み（旧専門医制度対象者はその基本領域の専門医もしくは認定医等を取得済み、もしくは取得見
込み）、かつ、サブスペシャルティ領域専門医取得済み、もしくは取得見込みで、当院での研修により当該領域に特化した修練を目指す者

※基本領域専門医：整形外科専門医
• 当センターレジデント修了者あるいは同等の経験と学識を有する者

研修目的
• 認定骨軟部腫瘍医の取得。
• 骨軟部腫瘍の診断、手術、周術期管理を自分で考えて行える力をつけ、若手医師を指導していける力をつける。

研修内容 当診療科のレジデントのリーダーとしてカンファレンスや手術のマネージメントを行う。

研修期間 2年間

研修の
特色

• 大学病院での研修では難しい、多数の骨軟部腫瘍症例の治療経験を目標とする。
• 同時に地方の中核病院、センター病院の骨軟部腫瘍を担う医師のリーダーとなるための教育を享受する。

その他
（症例数や

  手術件数など）

• 年間100例以上の症例のマネージメント、手術参加により、豊富な症例を経験する。
• 高難度手術の経験（腫瘍用人工関節置換、骨盤悪性腫瘍手術)

§ 副次的なコース

●レジデント２年コース

対象者
新専門医制度対象者は基本領域専門医取得済み、もしくは取得見込み（旧専門医制度対象者はその基本領域の専門医もしくは認定医等を取得
済み、もしくは取得見込み）で、当院での研修によりサブスペシャルティ専門医を目指す者
※基本領域専門医：整形外科専門医

研修目的 骨軟部腫瘍の外科治療、薬物療法を中心とした研修を行い、認定医の取得を目指す。関連する診療科での研修も可能である。

研修内容

1年目：骨軟部腫瘍科に在籍し、骨軟部腫瘍医としての入院管理および手術経験、薬物療法の経験を積む。CCMに2か月在籍し、希望や在籍人数
に応じて病理診断部、緩和ケア科での研修も可能である。
2年目：原則として骨軟部腫瘍科に在籍し、骨軟部腫瘍医としての入院管理および手術経験、薬物療法の経験を積む。上記の臨床経験に加えて、
研究成果の学会での発表、論文執筆を目指す。

研修期間 ２年　※病院の規定に基づきCCM勤務を行う

研修の
特色

• がん診療の中核を担う本邦随一の骨軟部腫瘍/肉腫の豊富な臨床経験
• 日本の骨軟部腫瘍の診療と研究をリードする医師の充実した指導、多くの国内外研修生との交流
• 肉腫・希少がんの治療、開発を目指す充実した臨床および研究体制
• 研修生のニーズにマッチするコース提供、関連診療科ローテーションの充実

§ その他のコース

●専攻医コース（連携施設型）

対象者
以下の全ての条件を満たした医師を対象とする
• 採用時に医師免許取得後３年目以降
• 専門医制度において中央病院が連携施設として登録されている基幹施設で研修中の専攻医

研修目的 短期間の研修で、基本的な骨軟部腫瘍の診療経験を積むことを目標としています。

研修内容
国立がん研究センター中央病院に、3か月単位、最長1年間在籍します。国内有数のhigh volume center で、希少がんである骨軟部腫瘍の臨床

（診断、手術、化学療法）の基本を学び、腫瘍を専門としない整形外科医が日常診療で身に付けるべき知識を持てるようにします。6か月を超えて
研修する場合には病理診断を始めとする他診療科での研修も可能です。

研修の
特色

所属する基幹施設のカリキュラムの範囲内で研修者のニーズにあわせた柔軟な研修が可能です。

●レジデント短期コース
対象者：希望される期間で、がん研究センターの研修機会を活かしたい方
期間・研修方法：６か月～１年６か月。骨軟部腫瘍研修
※６か月を超える場合は病院の規定に基づき CCM 研修を行う


